
認定日本語教育機関としての概要

1. 認定日本語教育機関の設置者の氏名及び住所

・設置者の名称及び代表者の氏名：学校法人香川学園　理事⾧　香川順子　

・主たる事務所の所在地：東京都豊島区東池袋2-45-7

2. 認定日本語教育機関の名称及び所在地

・日本語教育機関の名称及び代表者の氏名：メロス言語学院　学院⾧　香川順子

・日本語教育機関の所在地：東京都豊島区東池袋2-45-7

3.生徒、教員及び職員の数（2025年10月1日現在）

• 生徒数：870名　(定員：1160名)

• 教員数：79名（内　本務教員30名）

• 職員数：12名

4.授業料その他の認定日本語教育機関が徴収する費用

初年度 20,000 50,000 728,000 90,000 888,000

2年度 ー ー ー ー ー

初年度 20,000 50,000 728,000 90,000 888,000

2年度 ー ー 182,000 22,500 204,500

初年度 20,000 50,000 728,000 90,000 888,000

2年度 ー ー 364,000 45,000 409,000

初年度 20,000 50,000 728,000 90,000 888,000

2年度 ー ー 546,000 67,500 613,500

初年度 20,000 50,000 728,000 90,000 888,000

2年度 ー ー 728,000 90,000 818,000

初年度 20,000 50,000 728,000 90,000 888,000

2年度 ー ー ー ー ー

初年度 20,000 50,000 728,000 90,000 888,000

2年度 ー ー 364,000 45,000 409,000

初年度 20,000 50,000 728,000 90,000 888,000

2年度 ー ー 728,000 90,000 818,000

※保険料・教材費・外部試験検定料は実費を自己負担

5.設置課程

課程修了時の

目標日本語レベル

B2

B2

B2

B2

B2

B2

B2

B2

20名

40名

入学時の日本語レベル

参照枠B2≒

N2試験112点相当

参照枠B1上位≒

N3試験153点相当

参照枠B1≒

N3試験104点相当

参照枠A2≒

N4試験合格相当

参照枠A1≒

N5試験合格相当

参照枠B2≒

N2試験112点相当

参照枠B1≒

N3試験104点相当

80名

40名

120名

400名

440名

20名

参照枠A1≒

N5試験合格相当

定員

4月

4月

高等教育機関への進学

高等教育機関への進学

高等教育機関への進学

高等教育機関への進学

高等教育機関への進学

2年

800単位時間

1000単位時間

1200単位時間

1400単位時間

1600単位時間

980単位時間

1470単位時間

1870単位時間

1年6か月

1年9か月

2年

1年

1年6か月準備教育(1年6か月)

準備教育(2年)

目的 学習時間

高等教育機関への進学

高等教育機関への進学

高等教育機関への進学

入学時期

進学(1年)

進学(1年3か月)

進学(1年6か月)

進学(1年9か月)

進学(2年)

準備教育(1年)

10月

4月

修業期間

1年

1年3か月

　　教育課程名

4月

1月

10月

7月

施設費等 納付金
修業期間

総額

888000

1,092,500

1,297,000

準備教育(2年)

　　教育課程名 修業年度 入学検定料 入学金 授業料

進学(1年3か月)

進学(1年6か月)

進学(1年9か月)

進学(2年)

準備教育(1年)

準備教育(1年6か月)

進学(1年)

1,501,500

1,706,000

888000

1,297,000

1,706,000



時期 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月

参照枠 A1 A2 B1 B1 B2 B2 B2 B2

当校レベル 初級１ 初級２ 中級１ 中級２ 中上級１ 中上級２ 上級１ 上級２

6.設置科目と到達目標

7.学則

与えられたテーマや資料の主題や要点を理解し、それらにもとづいた意見交換や共有ができる。

立場や意見が異なる他者とも協働的に進めることができる。

一般書の内容や講義の概要を把握するための文法が理解できる。

議論に参加したり意見や考え、立論を発信するための文法を持ち使うことができる。

一般書の内容や講義の概要を把握するための語彙が理解できる。

議論に参加したり意見や考え、立論を発信するための語彙を持ち使うことができる。

一般書の内容や講義資料の概要を理解するための文字が読める。

意見や考え、根拠など与えられた条件下で文章を書くために必要な文字を使うことができる。

2

年

目

総合活動

言語知識(文法)

言語知識(語彙)

文字

到達目標

教員の助けがなくとも自力で日本語による一般書を読み、適切な資料も参考にしながら必要な情報を取り出し理解ができる。

講義や講演を聞いて主題、要点、必要とされている事柄が理解できる。教員の指示や学生の話す内容を聞いて十分に理解できる。

進学先において幅広い話題についてのやりとりがスムーズにできる。

授業内外での議論に参加でき、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ、ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ等において協業ができる。

進学先における講義やゼミなどで、専門的かつ幅広い話題について明確に発表、プレゼンテーションや意見提示ができる。

説得力、結束性のある明瞭で詳細な文章を、与えられたテーマや条件を遵守しつつ書くことができる。

　　科目名

読解

聴解

会話

発表

作文


